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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第２回西脇市こどもプラザ運営委員会  

開催日時  平成 29年３月 21日（火）  

午後３時～４時 30分  

開催場所  西脇市茜が丘複合施設 Miraie 多目的ホールＡ  

出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

小﨑委員、井上委員、藤原委員、遠藤委員、  

荻野委員、橋本委員、高田委員、宮崎委員、  

山尾委員  

（選出区分別 50音順）  

欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

吉田委員  

出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数  

筒 井 部 長 、 早 崎 課 長 、 藤 井 施 設 長 、 小 西 所 長 、

松本主任、森脇、遠藤、  

アドバイザー：大阪人間科学大学  中村講師  

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由   

 

傍聴人の数  １人  

議題又は協議事項  １  西脇市こどもプラザカリキュラム（案）に

ついて  

２  平成 29年度こどもプラザ事業実施計画（案

）について  

会議の記録（概要）  

発言者  ○開会  

委員９名の出席により会議成立の報告  

傍聴人の報告  

 

○委員長あいさつ  

 

○出席者の紹介  

・職員紹介  

・カリキュラム策定アドバイザー中村あいさつ  

 

問合せ先  西脇市都市経営部総合企画課こどもプラザ  

TEL 0795-25-2800 ／  FAX 0795-25-2220 
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会議の記録（概要）  

発言者   

○西脇市こどもプラザカリキュラム（案）について  

 会議資料１に基づき、事務局から説明  

 

 カリキュラム作成にあたり、配慮した点、ポイントな

どはあるか。  

 

 20年以上の歴史がある子育て学習センターと西脇市初

の児童館とが両輪となってこどもプラザの機能を果たす

ことができることや、それぞれの役割を誰が見ても分か

るように配慮した。  

 また、お互いの事業で似通ったものは整理をし、利用

者へより良いサービスが提供できるようにした。  

 

 他の児童館と比べて特徴はあるのか。  

 

 児童の健全育成というのは、０歳から 18歳まで切れ目

なく支援していくことが大切だと考える。全国的に児童

館を減らす動きがある中で、０歳から 18歳までの子ども

の育ちを繋げて支援できる場所があるのは、市内の子ど

もたちにとって貴重な存在である。  

また、自由な遊びやイベント、学習支援など、多方面

から子どもの生きる力を育む施設として、西脇市の強み

になると考える。  

さらに、子育て学習センターでは家庭の育児力向上に

力を入れており、児童館は誰でも利用できる場所として

、そして、児童館で技術等を身に付けた保護者がさらに

ステップアップできる場所として子育て学習センターを

利用するというように、子どもの育ちも親の育ちも 継続

した支援ができるよう連携していければと思う。  

 

 Miraieのように、乳幼児から高校生まで、全ての世代

が集うのは当たり前ではない。まさに、文教区の強みだ

と感じる。  

 委員の皆さん、何か意見や質問はないか。  

 

 児童館カリキュラムの中に、《中高生の居場所づくり  

事務局  

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

委員  
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事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

》とあるが、具体的な取組みについて伺いたい。  

 

 《中高生の居場所づくり》に関しては、一つの大きな

課題であると考える。現在は、児童館内にある卓球を中

高生がよく利用しており、卓球を介して小学生と中学生

が関わるなど、少しずつ縦の関係も構築されてきている

と感じる。屋外で一緒に遊ぶ姿が見られるのも、その繋

がりではないかと考える。  

 また、 Miraieでのイベント開催時には、中高生ボラン

ティアが入る機会を提供することも居場所づくりの一環

であると考える。  

 その他、打楽器教室を実施した際には、高校生に講師

をお願いし、小中学生の指導をしてもらった。その生徒

は、大阪への進学が決まっているとのことだったが、夏

休みなどには帰省して指導の手伝いをしたいと言っ てく

れた。児童館では、指導者だけでなく、中高生も小さい

子に関わるなど、少しずつではあるが繋がりができてき

ていると感じる。今後は、さらに多様な世代が集ま り、

何かを作り上げていくことが定着していけばと考える。  

 

 児童館、子育て学習センターの目標の中に、それぞれ

《地域や関係機関との連携》や《家庭や地域の育児力向

上》とある。地域の中での繋がりが希薄化する中で、西

脇おやこ交流教室など地域の育児力向上をねらいとする

ものはとても期待している。  

 

 小学生からの積み重ねを経て初めて居場所づくりに繋

がるのではないかと考える。まずは、ボランティアなど

の繋がりを通して、中高生との距離を縮め、そして最終

的には中高生が主となれるようなプログラムを考えてい

くことが大切である。また、それを地域の大人にも見て

もらい、子どもたちが大人との関わりを通して成長した

り、自信をつけたりできる体験を継続して実施していく

ことが大切だと考える。  

 

 これからこどもプラザが続いていく中で、小学生だっ

た子どもが中高生になり、中高生だった子どもが社会に

巣立っていくなど、子どもたちの成長や繋がりを意識し
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ていくことが大切である。  

 中高生による犯罪等が起こる背景には、彼らが地域社

会の中から孤立してしまっている現状があると考える。

地域の大人が自分たちのことをきちんと見てくれている

と実感できる場所を作ることが大切である。中高生が抱

える悩みに初期の段階から関わることができるという面

で、こどもプラザの役割は非常に大きいと考える。  

 

 ４点質問したい。  

 １点目は、カリキュラムはどれぐらいのスパンの計画

なのか。  

 ２点目は、どのような形でコンシェルジュを配置する

のか。また、どのように情報発信を行うのか。  

 ３点目は、ボランティアと連携を図って実施する事業

がたくさんあるが、ボランティアの方がケガをしたとき

などの保険はどうなっているのか。  

 最後に、定期的なあそびとあるが、それを発表するよ

うな場はあるのか。  

 

 １点目のカリキュラムについては、この１年間カリ

キュラムに基づき事業を実施する中で改善点等について

は、来年度の委員会で再度お諮りしたいと考えている。  

 ２点目のコンシェルジュについては、常勤の職員を配

置している。また、臨床心理士も週２回配置しており、

１回はこどもプラザに、もう１回はサテライトに配置し

ている。今年度２月末までの実績として、こどもプラザ

においては、要観察が  288件、個別相談が 26件、フロア

相談が 31件、担当課へ繋いだのが 20件である。サテライ

トにおいては、要観察が  183件、個別相談が７件、フロ

ア相談が１件、担当課へ繋いだのが 20件である。  

 ３点目のボランティア保険については、市が加入して

いる市長会保険で対応している。  

 ４点目の発表の場については、工作で作ったものをこ

どもプラザで展示したり、年１回開催の児童館フェスタ

で活動の様子をパネル展示したりしている。また、今後

の計画として、現在実施している打楽器教室での成果を

10月のみらフェスで披露できたらと考えている。  
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委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 臨床心理士の部分で、これだけの相談件数等があっ

て、逆に１人で足りるのか。  

 

 これだけの件数があがっているが、市内だけでなく、

市外の方も多くいる。市内については、関係機関に繋ぐ

ことができるが、市外については相談のみに留まってい

る。  

 

 全国の虐待の通報件数の 16％を大阪が占めており、大

阪府では子育て支援＝虐待防止支援と言われるぐらい に

虐待が多い。こどもプラザのように、子育ての初期段階

から手厚い対応を実施することが、将来の親子の関係性

をより良いものにしていくと考える。  

 

 専門機関への相談は費用もかかるし、予約も中々とれ

ない。また、最初から専門機関へ相談するというのは、

保護者にとってハードルも高い。その中で、こどもプラ

ザのように気軽に声をかけられる場所があるというのは

心強いと思う。学校現場とも連携を図りながら、子ども

へのサポートができたらと考える。  

 

 保護者の中には、悩んでいても、こんな小さなことで

相談できないと感じている方も多いと思う。そんな中

で、こどもプラザに来た時に気軽に相談できるというの

は心強いと思う。また、自分から声をかけにくくても、

職員の方から声をかけてもらうことで、自分のことを気

にかけてくれていると感じられるのではと考える。  

 

 子どもと２人でいる時間が長いと、何が正しいのか分

からなくなってくることがある。また、悩みを誰に相談

したらいいのか、こんなこと誰にも相談できないと悩み

続けることもあった。しかし、コンシェルジュや臨床心

理士の存在を知り、心強いと思った。  

 

 臨床心理士に相談しようとすると、高額な費用がかか

ることもある。それが無料というのは本当にありがたい

ことだと思う。ただ、委員の中にも、今まで知らなかっ

た方がいるということは、広報の仕方も考える必要があ
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事務局  

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

るのではないか。  

 

 臨床心理士の存在を大々的に出すと、逆に構えてしま

う保護者もいる。自然に保護者へ関わっていけるように

したいと考えている。  

 

 運営方針の中に、「子どもたちにとって魅力ある空間

づくり」とあるが、児童館カリキュラムの中の日々の遊

びの中で、それを達成するのは難しいのではと感じる。

工夫点があれば教えていただきたい。  

 また、日々の遊びの中で、〈ルールを守ることの大切

さを学ぶ〉〈相手の気持ちを理解し、一緒に遊ぶ楽しさ

を味わう〉などとあるが、子どもたちだけの遊びの中で

は達成できないことだと思う。支援者が遊びの中に関

わっていくことはあるのか。  

 

 魅力ある空間づくりについて、こどもプラザ内には、

ボーネルンド社の遊具を取り揃えている。遊具の中に

は、身体を作るもの、知育のもの、心を育てるものなど

様々な遊具があり、それらを上手く配置して、子どもた

ちの遊びがより発展するよう工夫している。  

 また、児童館として、遊びを通して親子が関わって欲

しいという願いがある。しかし、ずっと携帯を触ってい

る保護者など、子どもと関わらずに自由に遊ばせている

保護者も多い。そんな時には、支援者が子どもと遊びを

発展させていく中で、保護者へ自然とバトンタッチする

などの工夫をしている。  

 ルールを守るということでは、こどもプラザには身体

を動かす遊具も多くある。それらの遊具で遊ぶ中で、順

番に並んだり、友達と交代したりという経験ができるよ

う支援している。  

 

 環境設定も大切だが、支援者の関わり方にももっと工

夫があるのでは。  

 

 例えば、ヒモを通してネックレスなどが作れるジャイ

アントビーズという遊具がある。同じ色のビーズを集め

たり、容器から容器へビーズを移したりと単調な遊びを
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委員長  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

している子どももいる。そんな時には、「お友達に配っ

てみる？赤色のビーズ２つあげる？」と声をかけ、数や

色に関する興味を育てるなどの工夫をしている。  

 ただ、職員全員が専門知識を有しているわけではない

ので、関わり方に一貫性がないなどの課題もある。  

 

 市内の保育園や幼稚園等とも繋がりがあるので、研修

会を実施するなど、現場経験者の専門知識を上手く活用

していくべきだと考える。  

 

 乳幼児に関しては、遊びに介入し、上手く保護者へバ

トンタッチしていくことが大切である。小学生以上につ

いては、遊びを指導する児童厚生員が遊びに積極的に関

わっていく中で、ルールや社会性を身に付けさせていく

ことが重要である。その中で、教えてもらう立場だった

子どもが次はリーダーになってまとめ役になったり、こ

どもプラザを利用していた保護者が次は先輩ママになっ

て上手くリーダーシップを発揮するなど、学び合い育ち

合いを見据えた援助が必要である。そのためには、職員

同士が共通認識を持ち、支援していくことが大切であ

る。  

 

 児童館によっては、一切プログラムを実施しないとこ

ろがあったり、逆に様々なプログラムを実施していたり

色々である。その中で大切なのは、子どもをどう育てて

いきたいかという、きちんとした方向性を持って支援を

行っていくことだと考える。  

 また、保育と違うのは、保護者がいること、異年齢児

が利用するということである。その利点を上手く活用し

ていくことが大切である。  

 

 播州織に親しむとあるが、具体的にはどういったこと

か。  

 

 市内業者から播州織の端切れをたくさんいただき、主

に工作に使用している。播州織を使用することで、紙や

段ボールでは味わえない温かみを感じることができる。

また、自分で作ったという達成感から愛着 も生まれ、播
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

州織への親しみも育まれると考える。市外から、播州織

の工作を目当てに来館する方もいるぐらい、現在では定

着してきている。  

 

 ４月から市内８つのこども園の運用が始まる。今まで

は、受け身の部分も多かったが、それぞれ特色を活かし

ながら情報発信していくことが課題だと感じている。ま

た、働く親のサポート的役割を担う反面、保護者にとっ

ては、子どもを預かってくれる場所という意識も多いよ

うに感じる。やはり、乳幼児期の親子関係は成長の中で

重要になってくると考えるので、そういった部分を保護

者にも伝えていきたい。こどもプラザ内には、子育て学

習センターもあり、様々な親子の触れ合い活動を実施し

ているので、その事業と連携を図りながら、子育て、親

育てに取り組んでいきたいと思う。  

 また、こども園同士連携、情報共有を図りながら、市

内の子育て支援をより良いものにしていきたいと思う。  

 

 委員会では、様々な立場の方に集まっていただいてい

る。これからは、市内の子どもたちを様々な視点で育て

ていくことが大切である。  

 今後、８つのこども園との連携について、考えはある

のか。  

 

 子育て学習センターが実施しているレッツコミュニ

ケート事業の中で、市内保育園、こども園、幼稚園と連

携を図ってきた。今後もさらに連携を図っていきたいと

考えている。  

 

 市内８保育園中、６園を新設というのは西脇市ぐらい

ではないか。今後５年間、市内の子どもたちの生活は激

変すると考える。この委員会においても、子どもたちを

どう育てていくか議論するという立場での責任は大きい

と感じる。  

 では、引き続き議題２について説明をお願いする。  

 

○平成 29年度こどもプラザ事業実施計画（案）について  

 会議資料２に基づき、事務局から説明  
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委員長  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 まだ２年目で、試行錯誤、手探りの部分もあるかと思

う。ぜひ、委員の皆さんからも、意見、提案等あればお

願いする。  

 ちなみに、一同が介するような大きなイベントは ある

のか。  

 

 Miraieの４つの機能が一同に介するイベントとして

「みらフェス」がある。昨年であれば、児童館で実施し

た事業の発表の場、中高生の発表の場を設けた。平成 29

年度においても、子どもたちの発表の場を作りたいと考

えている。  

 

 今年度の祖父母講座に参加し、非常に勉強になった。

平成 29年度もぜひ実施していただきたい。  

 

 平成 29年度も実施予定である。  

 

 三重県の名張市では、子育て支援が高齢者の健康に繋

がるということで、高齢者も積極的に子育て支援に参加

しているとのこと。子育て支援を通して、地域全体の 世

代をつなぐことができている。  

 

 宝塚市の児童館では、ミニ宝塚という企画を実施して

いる。市内の中高生たちがミニ宝塚という架空の市の市

長、副市長になり、市役所や観光関係の人たちに聞き取

りを行いながら、どんな市にしたいかを企画する。その

市では、子どもたちが主役で、そこでしか使えないお金

を使って市が運用される。中高生の居場所づくりという

面で参考になる。  

 

 子育て学習センター事業では、市の高齢者大学とコラ

ボしてちびっこまつりを実施したり、講演会時の託児 や

おもちつき、伝承遊びを地域の方に伝授していただいた

り、様々な機会で高齢者との関わりを持っている。  

また、西脇おやこ交流教室では、地域の福祉施設を訪

問し交流を図っている。平成 29年度においても引き続き

実施予定である。  
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委員長  

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

事務局  
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事務局  

 最近では、 20歳前後の若年層が地域と繋がる場所がな

いことが問題となっている。児童館では、 18歳以下の子

どもを対象としているが、 18歳を過ぎたからといって途

端に切り離してしまうのではなく、市民を育てる施設、

交流施設という意識を持って今後も取り組んで 欲しいと

思う。  

 

 最近、子どもの貧困が問題となっている。みらいえ地

域子育て事業には、子どもたちの見守り活動とあるが、

〈子ども食堂〉などの実施予定はあるのか。  

 

 現在のところ、予定はない。  

 

 貧困については国でも問題視されている。こどもプラ

ザだけでなく、市として今後どう取り組んでいくか検討

していただきたい。  

 それでは、委員の皆さんにお諮りする。議事１の西脇

市こどもプラザカリキュラム（案）について、内容のと

おりとしてよろしいか。また、カリキュラムに基づき、

議事２の平成 29年度こどもプラザ事業実施計画（案）を

内容のとおりとしてよろしいか。賛成の方は挙手をお願

いする。  

 

（委員全員挙手）  

 それでは、全員賛成なので、議事１及び議事２につい

て、内容のとおり承認する。  

 では、以上で本日の議事を終了する。  

 

○その他  

 平成 29年度第１回目の委員会は５、６月を予定してい

る。  

 議事録については、ホームページなどで公開予定であ

る。  

 

○閉会  

 

 

 


